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全世界の薬理学及び関連領域学会の連合

設立
 1959年 IUPS（国際生理科学連合）の
分科会として発足

 1965年 International Union of 
Pharmacologyとして独立 

 2006年 より実態を反映させるため現
在の名称となる  

メンバー
 会員資格―各国を代表する薬理学関連の
学協会（各国で１団体のみ）

 会員国―54カ国 

資金
 会員団体拠出分担金
 助成団体からの助成金
 寄付金 

目的
IUPHARのミッションは、「薬理学の教育
と研究を通じた健康の増進」であり、全世
界の薬理学及び関連領域学会の連携を推進
するため、様々なレベルでの研究集会の後
援及び委員会活動を行っている。 

ガバナンス
 総会：全メンバーで構成・４年毎開催
 理事会：会長, 次期会長, 事務総長,
財務担当理事, 理事(10 名)
参加団体から選出
運営方針, 戦略,予算策定および運用

 部門, 分科会：参加団体から委員を選出

日本からの理事・分科会委員
理事及び各分科会委員７名



薬理学の教育と研究を通じた健康の増進 

IUPHARのミッションは、「薬理学の教育と研究を通じた健康の増進」であ
り、全世界の薬理学及び関連領域学会の連携を推進するため、様々なレベル
での研究集会の後援及び委員会活動を行っている。 

薬理学における国際協力の促進
全世界の薬理学及び関連分野を代表する学会間の協力の促進
国際及び各地域の学術集会や薬理学関連会議の開催・後援・支援
全世界、特に開発途上国における薬理学及び関連分野連合の発展のための支援
薬理学関連研究における国際協力、学術交流の奨励
他分野の科学者との連携の推進
 ISC、WHO、UNESCO、その他国際組織・機関との連携
薬理学に関する啓発プログラムの促進

目的の実現に向けた取り組み
必要に応じた委員会、作業グループの設置・運営
会議、学術集会、シンポジウム、ワークショップ等の開催・後援・支援
薬理学及び関連分野の出版事業・啓発プログラムの推進・支援
国際組織・機関との連携の実践
その他、必要な取り組みの策定と実践



薬理学から発する学術・医療・保健への貢献
薬物標的関連データベースの構築と広く一般への公開
生体内の機能分子を構造・機能・薬物作用との関連から整理・分類・命名
薬物標的・創薬標的及び作用薬物に関する総合的データベースの構築と公開
薬物標的全般、免疫関連薬理学、マラリア関連薬理学のデータベースを公開
 COVID-19の薬理学関連データの迅速な収集と公開



薬理学基礎知識の広く一般への提供
薬理学教育プロジェクト推進（薬理学電
子教科書の執筆・編纂・一般への公開）

薬物標的データベース他、多くのデータ
ベースの豊富なリンク

学生、研究者、行政関係者他、一般に、
薬理学基礎知識ソースとして広く活用

臨床薬理学・トランスレーショナル研
究の推進による医療への貢献

臨床薬理部門による広範な実践的活動
臨床薬理学メンタリングセンター設置に
よる国際的な臨床薬理学の水準の向上

臨床薬理、天然物薬理、免疫薬理その他
重点推進領域の定期的な国際会議の開催

基礎薬理学と臨床薬理学の連携促進
トランンスレーショナル研究の知識基盤
の構築と実践の促進

薬理学から発する学術・医療・保健への貢献

COVID-19への薬理学からの対応
 COVID-19についての治療標的・薬物関
連総合情報の迅速な収集と公開

各国薬理学者の対応情報の収集と共有
国際連携による薬理学からの見解・提言
の発出。緊急学術集会の開催

パンデミック等の緊急事態への迅速な対
応に向けたガバナンス体制の強化
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